
平成２７年１２月２１日（月）～１２月２７日（日）〔第５２週〕及び平成２７年１２月２８日（月）～平成２８年１月３日（日）〔第５３週〕の感染症発生状況

第５２週及び第５３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)インフルエンザでした。 

第５２週は、インフルエンザの定点当たり患者報告数が１.１３人となり、流行開始の目安である１.００人を超えました。インフルエンザの流行シーズン

に入ったと考えられます。 

第５３週は年末年始の連休と重なり、多くの医療機関が休診であったため、全体的に患者報告数が少ない状況となっています。 

〈潜伏期間〉１～３日 
〈感染経路〉飛沫、接触感染 
〈症状〉突然の高熱、咽頭痛、頭痛、筋
肉痛、倦怠感などで始まり、呼吸器症
状が目立ってきます。また、消化器症
状を伴うこともあります。 

〈合併症〉 
・一般的な合併症として中耳炎、肺炎、
気管支炎など 
・中枢神経合併症として熱性けいれん
や脳症など 

〈治療〉症状に合わせて、抗インフルエ
ンザ薬や解熱剤（アセトアミノフェン
など）を使用します。 

〈予防方法〉マスクの着用、手洗い、ワ
クチン接種が有効です。 

インフルエンザ発生状況（平成２７年） 
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咳エチケットを忘れずに！
咳が出るときはマスクをしま

しょう。 
咳やくしゃみをするときは、テ

ィッシュなどで口と鼻を押さえ、
ウイルス等が飛散しないように
心がけましょう。 

【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第５２週・第５３週報告数第２位 

第５２週・第５３週報告数第１位
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～インフルエンザ流行シーズン開始！～ 

インフルエンザは冬季に流行する代表的な呼吸器感染症で、例年12月頃か

ら流行が始まります。今年は、例年と比べ流行開始が遅れ、第52週（平成27

年12月21日～12月27日）に定点当たり患者報告数が1.13人となり、流行開始

の目安である1.00人を超えました。今後、学校などで集団生活が始まるとイ

ンフルエンザに感染する機会が増えますので、予防対策を心がけましょう。

～インフルエンザについて～


